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博士学位授与記録 2006（生物学教室教員指導分）  
 
構造生物学研究室（福山研）  
 岡田 敏洋 γ-グルタミルトランスペプチターゼの酵素反応および成熟化機構の構造生

物学的研究 
生体分子機能学研究室（倉光研）  
 近藤 直幸 新規アロステリック酵素、dNTP triphosphohydrolaseの構造・機能解析 
 福井 健二 新規エンドヌクレアーゼ MutS2は分岐 DNA構造を認識する  
生体膜機能学研究室（金澤研）  
 桑原 直之 Na+/H+交換輸送担体(NhaA)のイオン輸送機構 
分子遺伝学研究室（升方研）  
 二谷 直樹 染色体 DNAの複製伸長過程における制御機構の分裂酵母を用いた解析 
神経可塑性生理学研究室（小倉研）  
 浦久保 知佳 長期可塑性成立は既存シナプスの分裂によるか新規シナプスの形成による

か？ 
植物生長生理学研究室（柿本研）  
 樋口 雅之 サイトカイニン受容体の生理機能とサイトカイニン情報伝達の分子機構に

関する研究 
 宮脇 香織 高等植物シロイヌナズナのサイトカイニン合成経路における ATP/ADPイ

ソペンテニル基転移酵素および tRNAイソペンテニル基転移酵素の役割 
核機能学研究室（滝澤研）  
 真津野 久美子 DNA複製開始における Xenopus RecQ4の機能解析 
植物細胞生物学研究グループ（高木研）  
 田副 雄士 C4植物(Amaranthus cruentus)の弱光環境に対する光合成特性の応答および

弱光下における光合成効率について 
 井上 名津子 ラン色細菌 Synechocystis sp. PCC6803の光化学系 IIコア複合体の PsbUお

よび SII1252の機能解析 



年譜  
2006年 
4月 1日 寺島一郎教授の転出により、旧寺島研は植物生態生理学研究グループ（暫定）

となる（リーダー：高木慎吾助教授、メンバー：野口航助手）。 
4月 7日 入学式。学部入学者 29名。学部転学科 2年次編入者 3名。大学院博士前期課

程入学者 55名。博士後期課程進学者 19名、同後期課程入学者 6名。 
4月 30日 「いちょう祭」の機会に同窓会開催。 
8月 3-4日 大学院博士前期課程入試。合格者 71名（志願者 106名）。 
9月 20日 COE-RA発表会（千里 LSセンター）。 
9月 23-24日 第 3回高大連携ワークショップ開催（高校教員 24名参加）。 
9月 30日 河村研、松川淑恵助手退職。 
9月 30日 高木研、野口航助手転出（東京大学大学院理学研究科助教授へ） 
7月 1日 滝澤研、鐘巻将人助手就任（英国・パターソン癌研究所より）。 
11月 16日 柿本辰男助教授、教授昇任。 
11月 福山研、杉島正一特任研究員、日本結晶学会進歩賞を受賞。 
11月 大森博文技術職員、理学研究科技術賞を受賞。 
12月 平成 20年度の大阪外国語大学との統合にともなう生物科学科／生物科学専攻

の定員増（学部 30名、博士前期課程 8名増）決定。生物科学科内に生物科学
コースと生命理学コースを設ける。 

2007年 
1月 12日 植物生態生理学研究グループ（暫定）改組、植物細胞生物学グループ（プロジ

ェクト型）として発足（リーダー：高木慎吾助教授、メンバー：水野孝一助教

授、浅田哲弘助手）。 
2月 5-6日 博士業績発表会。本年度博士号認定 21名（5・8・11月発表分を含む）。 
2月 8-9日 修士業績発表会。修士学位認定 38名。 
2月 9日 大学院博士後期課程入学試験。合格者 3名（志願者 5名）。 
2月 15日 大学院博士前期課程二次募集入試。合格者 5名（志願者 10名）。 
2月 15日 西田研、桧枝洋記助手転出（大阪歯科大学講師へ）。 
2月 25日 学部入試前期日程。合格者 24名（志願者 86名）。 
3月 1日 升方研、高橋達郎助手就任（米国・ハーバード大学より） 
3月 10-11日 第 4回高大連携ワークショップ開催（高校生 60名、高校教員 25名参加）。 
3月 12日 学部入試後期日程。合格者 6名（志願者 74名）。 
3月 23日 卒業式。学部卒業者 29名（うち理学研究科入学 19名、本学他研究科入学 5名、

他大学大学院入学 5名、就職 0名）。 
3月 23日 学位授与式。博士前期課程修了者 38名（うち後期課程進学 11名、他大学院進

学 1名、就職 24名、その他 2名）。博士後期課程修了者 22名（6・9・12月修
了者を含む）。ほかに単位取得退学者 4名、単位非取得退学者 4名。 

3月 31日 小倉研、篠田陽特任助手転出（理化学研究所へ）。 
3月 31日 長谷純宏教授（協力講座、化学専攻）、阿久津秀雄教授（協力講座、たんぱく

質研究所）停年退職。 



教室スタッフ（含研究員）一覧  
 平成 19年 4月 1日現在 
 
教員・研究員  
構造生物学研究室  
教授 福山 恵一 
講師 高橋 康弘 
准教授 大岡 宏造 
研究員 和田 啓 

生体分子機能学研究室  
教授 倉光 成紀 
講師 増井 良治 
助教 中川 紀子 
招聘研究員 金 光 
招聘研究員 金 重載 
招聘研究員 前川 宜彦 
招聘研究員 田中 容子 
招聘研究員 吉本 和夫 
招聘研究員 福井 健二 
招聘研究員 広津 建 

生体膜機能学研究室  
教授 金澤 浩 
助教 三井 慶治 
助教 松下 昌史 

分子遺伝学研究室  
教授 升方 久夫 
助教 中川 拓郎 
助教 高橋 達郎 
研究員 奥野 友紀子 

神経可塑性生理学研究室  
教授 小倉 明彦 
准教授 冨永（吉野） 恵子 

細胞内情報伝達研究室  
教授 河村 悟 
准教授 橘木 修志 
助教 和田 恭高 

発生生物学研究室  
教授 西田 宏記 
助教 熊野 岳 

植物生長生理学研究室  
教授 柿本 辰男 

分子生物学・教育研究室  
教授 荻原 哲 



教授 米崎 哲朗 
核機能学研究室  
教授 滝澤 温彦 
助教 久保田 弓子 
助教 鐘巻 将人 

系統進化学研究室  
教授 常木 和日子 
講師 伊藤 一男 
助教 古屋 秀隆 

生物分子エネルギー変換学研究グループ  
准教授 荒田 敏昭 
准教授 井上 明男 
研究員（CREST) 桑原 直之 

植物細胞生物学研究グループ  
准教授 高木 慎吾 
准教授 水野 孝一 
助教 浅田 哲弘 
 

技術職員  
技術職員 大森 博文 
技術補佐員 綛田 紀子 

 
事務職員  
事務補佐員 宇田 祐子 
事務補佐員 岡本 江利子 
事務補佐員 和田 由美 
事務補佐員 近藤 俊江 
事務補佐員 水口 孝子 
事務補佐員 小松 加恵 
事務補佐員 堀口 祥子 
事務補佐員 和田 由理 
事務補佐員（教育実践センター） 三枝 陽子 
事務補佐員（教育実践センター） 唐木田 志乃 


